
特
集太

郎
さ
ん
の
青
春

小
口
太
郎
生
誕 
１
２
０
周
年

琵
琶
湖
周
航
の
歌 
１
０
０
周
年

小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
建
立 

30
周
年

　

岡
谷
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
は
み
な
、
湖う
み
の
子
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
諏
訪
湖
は
と
き
に
穏
や
か
に
、
と

き
に
荒
々
し
く
、
い
つ
も
わ
た
し
た
ち
の
そ
ば
に
あ
り

ま
す
。
岡
谷
で
生
ま
れ
育
っ
た
小
口
太
郎
は
そ
の
青
春

の
さ
な
か
、
湖
を
舞
台
に
し
た
歌
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
歌
は
、
１
０
０
年
と
い
う
時
を
刻
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
小
口
太
郎
が
ど
の
よ
う
な
人
だ
っ

た
の
か
、
こ
の
歌
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
、
わ
た

し
た
ち
は
よ
く
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
ば
し
の
間
、小
口
太
郎
が
過
ご
し
た
青
春
の
日
々
、

諏
訪
湖
そ
し
て
琵
琶
湖
を
わ
た
る
風
に
思
い
を
は
せ
て

み
ま
せ
ん
か
？

◆
明
治
30（
１
８
９
７
）年

　

小
口
太
郎 

誕
生

◆
明
治
37（
１
９
０
４
）年

　

湊
尋
常
小
学
校
に
入
学

◆
明
治
43（
１
９
１
０
）年

　

諏
訪
中
学
校
に
入
学

◆
大
正
4（
１
９
１
５
）年

高
島
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
を

務
め
る

◆
大
正
5（
１
９
１
６
）年

高
島
尋
常
小
学
校
を
退
職

京
都
の
第
三
高
等
学
校
に
入
学

◆
大
正
６（
１
９
１
７
）年

琵
琶
湖
周
航
の
途
中
、「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」発
表

◆
大
正
８（
１
９
１
９
）年

東
京
帝
国
大
学
に
入
学

◆
大
正
10（
１
９
２
１
）年

「
有
線
及
び
無
線
多
重
電
信
電
話

法
」の
特
許
を
各
国
に
出
願

◆
大
正
11（
１
９
２
２
）年

同
大
学
航
空
研
究
所
に
嘱
託
と
し

て
入
所

前
記
の
特
許
が
５
か
国
（
後
に
８
か

国
）で
許
可

◆
大
正
12（
１
９
２
３
）年

徴
兵
検
査
を
受
け
て
甲
種
合
格

航
空
研
究
所
を
退
職

◆
大
正
13（
１
９
２
４
）年

東
京
で
入
院
中
、
逝
去

小
口
太
郎 

年
譜　

― 朝の諏訪湖で―
岡谷南高校漕艇部のみなさん
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一 
わ
れ
は
湖う
み

の
子  

さ
す
ら
い
の

 

旅
に
し
あ
れ
ば  

し
み
じ
み
と

 

の
ぼ
る
狭さ

霧ぎ
り

や  

さ
ざ
な
み
の

 

志
賀
の
都
よ  
い
ざ
さ
ら
ば

二 

松
は
緑
に  

砂
白
き

 

雄お

松ま
つ

が
里
の  

乙
女
子
は

 

赤
い
椿
の  

森
蔭
に

 

は
か
な
い
恋
に  

泣
く
と
か
や

三 

波
の
ま
に
ま
に  

漂
え
ば

 

赤
い
泊と
ま
り

火び  

な
つ
か
し
み

 

行ゆ
く
え方
定
め
ぬ  

浪
枕

 

今
日
は
今
津
か  

長
浜
か

四 

瑠る

璃り

の
花
園  

珊さ
ん

瑚ご

の
宮

 

古
い
伝
え
の  

竹ち
く

生ぶ

島じ
ま

 

仏
の
御
手
に  

い
だ
か
れ
て

 

ね
む
れ
乙
女
子  

や
す
ら
け
く

五 

矢
の
根
は
深
く  

埋
も
れ
て

 

夏
草
し
げ
き  

堀
の
あ
と

 

古
城
に
ひ
と
り  

佇
め
ば

 

比ひ

良ら

も
伊い

吹ぶ
き

も  

夢
の
ご
と

六 

西
国
十
番  

長
命
寺

 

汚け
が

れ
の
現う
つ
し

世よ  

遠
く
去
り
て

 

黄
金
の
波
に  

い
ざ
漕
が
ん

 

語
れ
我
が
友  

熱
き
心

琵
琶
湖
周
航
の
歌

作
詞  

小
口  

太
郎

原
曲  

吉
田  

千
秋

◆
昭
和
62（
１
９
８
７
）年

１
月
に
第
１
回
小
口
太
郎
顕
彰
碑

建
立
準
備
会

４
月
に
小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
建
立

実
行
委
員
会 

設
立

◆
昭
和
63（
１
９
８
８
）年

10
月
に
小
口
太
郎
顕
彰
碑
等 

除
幕
式

同
月
末
に
小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
保

存
会 

発
足

◆
平
成
５（
１
９
９
３
）年

小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
建
立
５
周
年

記
念
の
集
い
・
井
狩
甫
氏（
三
高

Ｏ
Ｂ
） 

檄げ
き

文ぶ
ん

朗
読

◆
平
成
10（
１
９
９
８
）年

小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
建
立
10
周
年

記
念
の
集
い

◆
平
成
15（
２
０
０
３
）年

小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
建
立
15
周
年

記
念
の
集
い
・
飯
田
忠
義
氏（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 

講
演
会

◆
平
成
20（
２
０
０
８
）年

小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
建
立
20
周
年
記

念
の
集
い･

旗
野
博
氏
（
原
曲
作
者
・

吉
田
千
秋
の
判
明
に
寄
与
） 

講
演
会

◆
平
成
29（
２
０
１
７
）年

６
月
に
滋
賀
県
高
島
市
で
琵
琶
湖

周
航
の
歌
１
０
０
周
年
記
念
行
事

11
月
に
京
都
大
学
で
琵
琶
湖
周
航

の
歌
百
周
年
記
念
碑
除
幕
式

※
小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
保
存
会
が

　

両
行
事
に
参
加

◆
平
成
30（
２
０
１
８
）年

小
口
太
郎
生
誕
１
２
０
周
年

琵
琶
湖
周
航
の
歌
１
０
０
周
年

小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
建
立
30
周
年

　　　　　　　　 小口 太郎（1897年‐1924年）
　明治30年、諏訪郡湊村花岡（現岡谷市花岡区）に生まれる。
第三高等学校（京都大学の前身の一つ）に進学し、水上部（ボー
ト部）に入部。琵琶湖周航の行事の際に仲間とともにつくった歌
が広まり、今日まで「琵琶湖周航の歌」として歌い継がれている。
　その後、東京帝国大学（現東京大学）理学部物理学科に進学
し、在学中の発明で特許を取得。同大学の航空研究所で研究
を続けたが、大正13年、26歳の若さで逝去。

関
連
の
動
き 　
　

★
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右：昭和63年 小口太郎顕彰碑等除幕
式のようす

左：平成29年 滋賀県高島市今津町にて
行われた「琵琶湖周航の歌」誕生
100周年記念行事に参加

現代は女子部員も大活躍！
岡谷南高校漕艇部のみなさん

顕
彰
碑
等
建
立
・
保
存
会
発

足
の
経
緯
は
？

　

昭
和
50
年
代
か
ら
小
口
太
郎

を
顕
彰
し
よ
う
と
い
う
話
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
同
60
年
代

初
め
に
具
体
的
に
話
が
進
み
、

実
行
委
員
会
が
発
足
。
顕
彰

碑
等
の
建
立
が
決
定
し
て
全
国

か
ら
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
、
除
幕
式
の
後
、

実
行
委
員
会
は
保
存
会
に
移

行
。
保
存
会
で
は
顕
彰
碑
等
の

保
存
・
清
掃
、
関
連
他
地
区

と
の
交
流
と
と
も
に
、「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」
を
広
く
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
毎
日
夕
方
に
「
愛
の

鐘
」で
曲
が
流
れ
る
の
が
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
ね
。

小
口
太
郎
の
魅
力
は
？

　

｢

琵
琶
湖
周
航
の
歌｣

を
口
ず

さ
む
と
本
当
に
心
が
和
み
ま

す
。
歌
詞
を
み
る
と
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
家
の
前
に
広
が
っ
て
い

た
諏
訪
湖
を
頭
に
浮
か
べ
て

作
っ
た
ん
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
当
時
の
東
京
帝
大

で
学
び
、ま
さ
に〝
も
の
づ
く
り

お
か
や
〞の
ス
タ
ー
ト
に
い
た
よ

う
な
人
で
す
よ
ね
。

今
後
の
展
望
は
？

　

今
年
は
子
ど
も
た
ち
に
小
口

太
郎
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
市
内
小
学
校
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

し
お
り
を
寄
贈
し
ま
す
。ま
た
、

長
野
滋
賀
県
人
会
の
み
な
さ
ん

に
は
花
岡
区
の｢

森
林
の
里
親｣

に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

し
、
新
潟
市
の｢

ち
あ
き
の
会｣

か
ら
は
会
報
な
ど
を
送
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
会
と
し

て
も
周
年
行
事
だ
け
で
な
く
、

何
か
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
口
太
郎
と
岡
谷

　

湖
畔
公
園
に
は
小
口
太
郎
顕
彰
碑
、
銅
像
、
歌
碑
が
あ
り

ま
す
。
ボ
タ
ン
を
押
す
と
曲
が
流
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
今
年
は
顕
彰
碑
等
建
立
30
周
年
で
す
。

三
高
で
ボ
ー
ト
に
熱
中

　

太
郎
は
、
大
正
５
年
、
三
高
（
京
都
大
学
の

前
身
の
一つ
）の
二
部（
工
・
理
・
農
学
部
）に

進
学
。
水
上
部（
ボ
ー
ト
部
）に
入
っ
て
精
力
的

に
活
動
し
ま
し
た
。
琵
琶
湖
が
故
郷
・
諏
訪

湖
を
思
わ
せ
た
か
ら
、と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
三
高
で
は
、
水
上
部
だ
け
で
な
く
三
高

生
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
行
事
と
し
て
、
琵

琶
湖
周
航
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
三
保
ヶ
崎

を
出
発
し
て
今
津
、
竹
生
島
、
長
命
寺
な
ど

を
巡
り
な
が
ら
、３
泊
４
日
ほ
ど
で
琵
琶
湖
を

一
周
。
楽
し
い
な
が
ら
も
、
水
上
部
員
に
と
っ

て
は
厳
し
い
訓
練
の
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

諏
訪
湖
と
と
も
に
生
き
る

　

当
時
、
諏
訪
湖
は
今
よ
り
も
広
く
、
夏
は

水
泳
、
冬
は
ス
ケ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
太
郎
の
尋
常
小
学
校
６
年
時
の
作
文

に
も「
さ
て
僕
は
、
春
は
弟
や
妹
た
ち
と
舟
に

の
っ
て
、
湖
水
に
遊
び
…
（
一
部
引
用
※
）」
と

あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
湖
に
親
し
ん
で
い

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

当
時
の
若
者
と
ボ
ー
ト

　

明
治
34
年
、
諏
訪
中
学
校
（
現
諏
訪
清
陵

高
校
）に
端た

ん

艇て
い

部
が
で
き
ま
す
。
同
中
学
で
太

郎
の
15
年
ほ
ど
先
輩
に
あ
た
る
岩
波
茂
雄
は
、

一
高（
東
京
大
学
の
前
身
の
一
つ
）で
ボ
ー
ト
に

熱
中
。
当
時
ボ
ー
ト
は
、
旧
制
中
学
・
高
校

な
ど
の
若
者
に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
し

た
。
ち
な
み
に
太
郎
は
、
諏
訪
中
学
で
は
ス

ケ
ー
ト
部
や
弁
論
部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
と
の
関
わ
り

小口太郎顕彰碑等保存会 会長
小口 久一さん

三高時代、二部クルーのメンバーと
後列の向かって右端が小口太郎

※『小口太郎六年生の作文』
　湊小学校 編（平成2年）より★
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諏訪中学時代の水彩画
航空研究所に
勤務していたころ

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」の
誕
生

　

大
正
６
年
６
月
27
日
、
小
口

太
郎
は
三
高
・
二
部
の
水
上
部
員

ク
ル
ー
の一
員
と
し
て
琵
琶
湖
周
航

に
出
発
。
２
日
目
の
今
津
の
宿
で
、

ク
ル
ー
の一
人
が
「
小
口
が
こ
ん
な

歌
を
つ
く
っ
た
」
と
歌
詞
を
見
せ
、

そ
れ
を
気
に
入
っ
た
彼
ら
は
、
当

時
流
行
し
て
い
た
「
ひ
つ
じ
ぐ
さ
」

と
い
う
曲
に
あ
わ
せ
て
歌
い
ま
し

た
。
太
郎
を
含
む
何
人
か
で
歌
詞

を
修
正
・
追
加
し
た
後
、
こ
の
歌

は
三
高
の
寮
歌
と
な
り
、
学
外
に

も
広
が
っ
て
いっ
た
の
で
す
。

歌
い
継
が
れ
て

　

当
時
、
旧
制
高
校
の
学
生
た
ち

は
多
く
の
寮
歌
を
つ
く
り
ま
し
た

が
、
こ
の
歌
の
よ
う
に
今
日
ま
で

愛
さ
れ
て
い
る
も
の
は
稀
少
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
５
年
に
は「
ひ
つ
じ

ぐ
さ
」
の
作
曲
者
が
新
潟
県
出
身

の
吉
田
千
秋
と
判
明
。
彼
も
小
口

太
郎
と
同
じ
く
惜
し
く
も
早
逝
し

ま
し
た
。

多
才
で
ユ
ニ
ー
ク

　

小
口
太
郎
は
、
多
才
で
勉
強
・
ス
ポ
ー
ツ
も
よ
く

で
き
ま
し
た
。
友
人
た
ち
は
、
普
段
は
物
静
か
だ
が

独
特
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
た
、
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
こ
ろ
に
は
、ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
来
日
す
る

と
聞
い
て
、
正
式
に
議
論
を
戦
わ
せ
た
い
と
昼
夜
逆

転
し
て
研
究
に
没
頭
し
た
そ
う
で
す
。
航
空
研
究

所
時
代
は
、
月
に
３
回
も
引
っ
越
し
た
り
、「
部
屋

を
掃
除
す
る
く
ら
い
な
ら
寝
て
い
る
」と
笑
っ
て
い
た

と
い
い
、
独
特
の
人
物
像
が
垣
間
見
え
ま
す
。

科
学
者
・
小
口
太
郎

　

東
京
帝
大
在
学
中
の
発
明
「
有
線
及
び
無
線
多

重
電
信
電
話
法
」は
、
５
か
国（
後
に
８
か
国
）で
特

許
を
取
得
。
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

26
歳
で
早
逝
し
ま
し
た
。
航
空
研
究
所
で
彼
を
指

導
し
た
、
夏
目
漱
石
門
下
の
著
名
な
物
理
学
者
・

寺
田
寅
彦
も
、
そ
の
早
す
ぎ
る
死
を
悼
み
ま
し
た
。

太
郎
さ
ん
の
外が

い

套と
う

　

小
口
太
郎
顕
彰
碑
等
保
存
会
の
元
会
員
で
、
小

口
太
郎
の
遠
縁
に
あ
た
る
濵は

ま

有た
も
つ

さ
ん
に
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
お
墓
参
り
の
と
き
は
最
後
に
太

郎
さ
ん
の
お
墓
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
の
と
き
、

冬
に
ダ
ブ
ル
の
軍
隊
式
外
套
を
着
て
い
た
ん
で
す

が
、
後
で
太
郎
さ
ん
の
形
見
だ
と
知
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
格
好
い
い
外
套
で
し
た
よ
」「
太
郎
さ
ん
は

多
才
で
、
何
で
も
う
ま
く
こ
な
し
た
人
だ
と
感
じ
ま

す
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
の
は
残
念
で
、
も
っ
と
い

ろ
い
ろ
な
面
で
活
躍
で
き
た
の
に
、
と
思
い
ま
す
」

「
琵
琶
湖
周
航
」で
歌
が
う
ま
れ
た

知
ら
れ
ざ
る
一
面

瀬
田
川

今津
（高島市）

竹生島
（長浜市）

沖島

彦根
（彦根市）

長浜
（長浜市）

長命寺
（近江八幡市）

三保ヶ崎
（大津市）

雄松
（大津市）

琵琶湖

一

二

三
三

四

五

六

宿泊

宿泊

宿泊

※「志賀の都」=大津、
　大津京のこと

諏訪湖

高島市には琵琶湖周航の歌資
料館があり、館長さんが岡谷
の記念イベントに来てくれます
（6頁参照）。同市では、「琵琶
湖周航の歌」音楽祭合唱コン
クールも行われているよ！

高島市では、「琵琶湖周航の
歌」が防災行政無線の定時放
送のメロディーになっています。

　　　　は
歌詞の一番～六番と関連があります

《琵琶湖周航の図》
一 六～

岡谷市では
帰宅のメロディーだね

面積比は約50倍！
琵琶湖：約670km2

諏訪湖：約13km2

何泊もしたんだなぁ

「琵琶湖周航の歌」は滋賀県民のみなさん
に、すごく親しまれているみたいだよ

★

★
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問合せ●商業観光課（内線1454）

おもな参考文献・参考サイト
『小口太郎と「琵琶湖周航の歌」』安田保雄（昭和52年）／『琵琶湖周航の歌  小口太郎と吉田千秋の青春』飯田忠義（平成19年）／『小口太郎－生誕90周年記念誌－』小口太郎顕
彰碑等建立実行委員会（昭和63年）／『写真でつづる清陵の百年』長野県諏訪清陵高等学校同窓会  写真でつづる清陵の百年編集委員会（平成8年）／『銀河グラフティ  信州人
物風土記・近代を拓く  岩波茂雄』株式会社銀河書房（昭和61年）　★印の写真は「小口太郎顕彰碑等建立20周年記念の集い 栞」、『小口太郎－生誕90周年記念誌－』より転載
滋賀県ホームページ・高島市ホームページ

湊小学校校長
北原 克己さん 

●碑前祭
時間 : 午後1時30分～２時30分
場所 : 岡谷湖畔公園 小口太郎像前 
●式典　　　●合唱（参加者）

●記念講話 「名曲 琵琶湖周航の歌」
講師 : 琵琶湖周航の歌資料館  村井佳子館長
時間 : 午後2時45分～３時30分
場所 : 下浜区民センター 
●「琵琶湖周航の歌」器楽演奏（湊小学校）と、
江崎玲於奈氏揮ごうの歌碑原本の公開展示
もあります。

※雨天時は碑前祭も下浜区民センターで開催

●地域音楽団体などによる演奏会
時間 : 午後2時～　場所 : カノラホール 
出演…湊小学校
　　　岡谷南部中学校ブラスバンド部
　　　諏訪清陵高等学校合唱部
　　　カノラ少年少女合唱団　ほか

第1部　10月7日（日） 第2部　11月17日（土）

湊
小
学
校
は
小
口
太
郎
の
出
身
校

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
？

　

校
内
に
は
小
口
太
郎
さ
ん
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
、
小
学
校
時
代
の
作

文
原
本
や
水
彩
画
な
ど
の
展
示
が
あ

り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
先
生
た
ち

の
歓
送
迎
会
で
は
、「
琵
琶
湖
周
航

の
歌
」
を
「
第
二
校
歌
」
と
し
て
歌
い

ま
す
。
ま
た
、
６
年
生
が
音
楽
会
で

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
の
リ
コ
ー
ダ
ー

演
奏
を
す
る
の
も
伝
統
に
な
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と

は
？

　

地
域
の
み
な
さ
ん
が
小
口
太
郎
さ

ん
の
こ
と
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
思
い
を
引
き
継
い
で

いっ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
郷
土
の
偉
人

を
大
切
に
し
て
、
郷
土
を
愛
す
る
気

持
ち
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
な
と
思
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

小
口
太
郎
さ
ん
の
こ
と

ぜひ、ご参加ください
小口太郎生誕120周年・琵琶湖周航の歌100周年・

顕彰碑等建立30周年　記念の集い

右：昭和63年 除幕式でリ
コーダー演奏を披露す
る湊小の6年生（当時）

左：校内の小口太郎コー
ナー。写真やゆかりの
品を実際に見ること
で、より理解を深めら
れる

市民のみなさんの参加・聴講、大歓迎！ ぜひご来場ください。いっしょに歌いましょう！

江崎玲於奈氏揮ごうの歌碑原本を額装し、岡谷美術考古館で展示します
期間 : 10月18日（木）～１１月4日（日）
この機会に、ぜひご覧ください。

事前申込み不要事前申込み不要

参加無料参加無料

江崎玲
れ

於
お

奈
な

氏：物理学者。昭和48年、ノーベル物理学賞受賞。三高、
東京帝国大学理学部物理学科で小口太郎の後輩にあたる。
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